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○ 指導室 

 

１  学校における教育課程及び学習指導並びに専門的事項の指導に関すること 

 

⑴  町内小中学校定例校長・教頭会議の対応（毎月１回及び臨時） 

①  教育委員会からの連絡及び協議 

②  今日的教育課題の資料の提示並びに指導の依頼 

③  各種調査・提出物等の依頼 

④  各種研修講座等への参加状況報告並び依頼 

⑤  教育関係年間行事予定の月ごとの微調整 

 

⑵  学校教育訪問指導の推進 

① 教育局義務教育指導監による経営指導訪問（全小中学校実施） 

② 教育局指導班指導主事による要請訪問指導 

③ 定期的な指導室長の訪問指導（各小・中学校） 

 

⑶  各種計画書作成の推進 

    ①  教育課程編成届（白糠町立学校管理規則第34条・白糠町立幼稚園園則第７条の規定）  

    ②  学校経営計画書 

    

⑷  関係機関・団体との連携による推進事項 

    ①  白糠町教育研究所 

(a) ５月集会、２月集会への対応 

(b) 所員会議における助言 

    ②  生徒指導研究協議会 

(a) 今日的課題にかかわる指導の対応 

      (b) 講演、研究協議への参加 

      (c) 管内生徒指導連絡研究協議会への対応 

   (d) 白糠町こども会議の運営指導・補助 

    ③  進路指導協議会 

④  教育相談 

(a) いじめ、不登校など心の教育相談への対応 

(b) 育成センター青少年育成指導員との情報・意見交換 

(c) 相談窓口のＰＲ 

 

 

☆白糠町教育委員会（指導室）  ２－２１７１（内線２６６   森下） 

☆青少年育成センター      ２－３３７７（専用電話     高橋） 

 ☆やまびこ児童館        ２－２０８１ 

 ☆ふれあい児童館        ５－４００６ 

 ☆白糠町子育て支援センター   ２－２１５５（何でも子ども相談室） 

 ☆白糠町子ども発達支援センター ２－２２２８ 
◆相談時間：月曜日～金曜日（9:00～17:00） 

 

⑤  幼小中高の連携、小中一貫教育の推進 

(a) 学校教育、家庭教育、青少年の健全育成、ふるさと教育、ボランティア活

相談窓口 
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動等を通した地域の教育力の向上 

       (b) 開かれた学校の交流、連携 

(c) 幼小・小中・中高各学校間の計画的、継続的交流の推進 

・白糠地域の主な連携内容 

…小学６年生の中学校登校日の実施・中学校教員による乗り入れ授業の

実施・授業づくり研修会の実施・長期休業中の学習サポートでの連携

・運動会や体育大会、学芸会での交流・生徒指導研修会・合同学校評

議員会・合同ＰＴＡ役員会 

・庶路地域の主な連携内容 

…行事を通しての児童生徒間交流・小中合同授業の実施（公開研）・中 

 学校教員による乗り入れ授業の実施・教職員交流・保護者交流 

・茶路地域の主な連携内容 

…中学校教員による単元担任制での乗り入れ授業・教職員交流・合同研 

修・小中各種行事交流 

 

２  教職員等の研修に関すること 

 

⑴  研修講座等への参加奨励 

①  北海道立教育研究所の各種研修講座 

    ②  北海道立理科センターの各種研修講座 

③  北海道立特別支援教育研究センターの研修講座 

④  釧路教育研究所講座、釧路教育研究センター研修講座・講演 

⑤  町教育研究所研修事業、国立・市町村立学校指定研究会 

⑥  北海道教育委員会、教育局主催の各種研究協議会・研修会・講座・講習等 

⑦  町教育委員会主催研修事業、町教育委員会指定校発表会、町研協力校発表会、

町研究協議会主催講演、ＰＴＡ主催事業等 

 

⑵  町教育研究所研究指定 

年 度 令和２年度 指 定 校 白糠町立茶路小中学校 

研究主題 「主体的に学び、課題解決に向かう子どもの育成」 

領域分野 全教科 

公開研究会 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

 

 ⑶ 研究会での助言・指導等 

① 白糠町教育研究所指定白糠町立庶路学園公開研究会 

② 北海道教育庁釧路教育局義務教育指導班 

 

３  外国語指導、国際交流活動 

⑴ 外国語指導助手（中国語）※来日できず 

外国語指導助手（英語）｢ビシィラ･メーガン･エリザベス｣アメリカより招聘 

外国語指導助手（英語）｢スティバードホークス･マクスウェル｣イギリスより招聘 

外国語指導助手（英語）｢ロジャーズ･リンジー･マリコ」アメリカより招聘 

                   （いずれもＪＥＴ事業の活用による） 

⑵ 任用  中国語ＡＬＴ：  

メーガン  ：平成３０年８月～ 

マクスウェル：平成３０年８月～ 



- 17 - 

リンジー  ：令和２年８月～ 

 

⑶ 令和２年度活動状況 

中国語ＡＬＴ～町内小中学校、こども園、保育園、高等学校、養護学校に派遣。

基本的に午前・午後を通してその学校園で勤務。 

マクスウェル～白糠小学校・白糠中学校での外国語活動と英語科の授業を週２

日ずつ、白糠保育園での英語に親しむ活動を週１日。 

リンジー  ～庶路学園での外国語活動と英語科の授業を週２日ずつ。庶路こ

ども園での英語に親しむ活動を週１日。 

メーガン  ～茶路小学校・茶路中学校での外国語活動と英語科の授業を週２

日ずつ、茶路保育園での英語に親しむ活動を週１日。また、二

葉幼稚園での英語に親しむ活動を月１日。 

※この他、社会教育課所管の町民対象の中国語教室や英会話教室、ECクラブ（

放課後英会話教室）を実施するなど、各種地域行事にも参加した。 

 

⑷ 国際交流活動 

   新型コロナウイルス感染症の影響により実施中止 

 

４  ふるさと教育に関すること 

⑴  交流教育連絡協議会 

①  交流教育推進事業の展開 

(a) 福祉教育の充実のため、幼、小、中、高校、特別支援諸学校及び関係機関、

団体等の連携や交流を密にし、交流機会の充実や自ら研鑚を積み資質の向

上を図る。 

(b) 住民への｢愛のノーマライゼーション｣の精神の普及、啓発の充実に努める。 

      (c) 情報交流・研修会の開催  

     

⑵  学校におけるふるさと教育活動の実践 

学 校 名 主 な 実 践 内 容 

白糠小学校 

２年生（生活）「もっとまちを知ろう」 

３年生（総合）「野菜探検隊」 自分の命を支える食や健康につい

て考えよう 

４年生（総合）「広げよう白糠の輪」 白糠町に生きる人々との関

わりを広げよう 

       「アイヌ文化学習」 

５年生（総合）「白糠歴史発見」 白糠町の人々の歴史調べ 

「白糠養護学校、老人ホーム、白糠保育所」との交            

流 

６年生（総合）「人に優しい街づくり」 住みよい町づくりを目指

して 

庶路学園 

３年生（総合）「白糠の環境」 庶路川を中心に（石炭、生物、川

に関わる人） 

４年生（総合）「白糠の食」 特産品、ふるさと給食、食に関わる 

人 

５年生（総合）「白糠の福祉」 福祉施設訪問、アイマスク・車い

す体験、社会教育体験 
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学 校 名 主 な 実 践 内 容 

習、地域の伝統活動 

６年生（総合）「白糠町のＰＲ」 白糠の自然産業、１次産業、三

次産業 

７年生（総合）「ふるさとの人々に学ぶ」 ふるさとの歴史・産業

探究、事業所訪問、アイヌ文化講座 

８年生（総合）「ふるさとの仕事体験」 職業講話、マナー講座、

職業体験学習 

９年生（総合）「ふるさとへの貢献のために」 ふるさとの魅力発

信、ボランティア活動 

白糠中学校 

・社会を明るくする運動の標語作成（国語） 

・白糠の祭りと芸能（音楽） 

・ふるさと交流学習（総合） 

・中国文化（総合） 

・職場体験（総合） 

・アイヌ文化出前講座（総合） 

茶路小中学校 

・３・４年生（総合） 「白糠町の歴史・文化産業」 茶路の地域

にある史跡、神社、工場見学 

・５・６年生（総合） 「白糠町の産業」 白糠の漁業、農業、林    

           業 

・中学校（総合） ふるさとの環境に親しみ、保全とよりよい環境

の創造に努める ふるさと産業の体験的な学び 

        共生を目指して 

 

⑶  ふるさと参観日の実施 

 新型コロナウイルス感染症の影響により実施中止 

 

 

 

５  負担金・補助等及び交付金に関すること             （単位：円） 

負担金・補助等 交付先 交付金 

ふるさと教育学習活動推進協議会補

助金 

白糠町ふるさと教育学習活動推進協

議会 
737,823 

白糠高等学校教育振興協議会補助金 北海道白糠高等学校教育振興協議会 4,176,991 

北海道教育研究所連盟負担金 北海道教育研究所連盟 9,500 

町教職員研究事業推進委員会補助金 白糠町教職員研究事業推進委員会 944,587 

語学力・基礎学力のびのび推進協議

会補助金 

白糠町語学力・基礎学力のびのび推

進協議会 
267,392 

自治体国際化協会負担金 (財) 自治体国際化協会 348,360 
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６ 学力調査に関すること 

 

⑴ 全国学力・学習状況調査 

【調査概要】 

①  調査の目的 

(a) 国が、全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地

域における児童生徒の学力・学習状況をきめ細かく把握・分析することにより、

教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

   (b) 各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの教育及び教育

施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じ

て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

   (c) 各学校が、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、児童生徒への教育指導や

学習状況の改善等に役立てる。 

 

②  調査の内容 

(a) 教科に関する調査 

＜小学校第６学年＞ 国語、算数 

＜中学校第３学年＞ 国語、数学、英語 

    ・身に付けておかなければ、後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容 

    ・実生活において不可欠であり、常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能など 

      ・知識・技能等を実生活において様々な場面に活用する力 

    ・様々な課題解決のための構想を立て、実践し、評価・改善する力  など 

 

   (b) 生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

    ・児童生徒に対する調査 

    学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面 

      ・学校に対する調査 

     指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件等に関する調査の整備の状況、

児童生徒の体力・運動能力の全体的な状況 など 

 

③  調査日時 

    新型コロナウイルス感染症の影響により実施中止 

※１学期中に学校独自で取り組み、自校採点及び分析を行った。 

④  調査を実施した白糠町の学校・児童生徒数 

   【小学校調査】 町内３小学校の６年生  

   【中学校調査】 町内３中学校の３年生  

 

⑤  教科に関する調査について 

    分析なし 

 

⑥  質問紙調査について 

  分析なし 
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⑦  まとめと方策 

【まとめと方策】 

  ※ 各校の取組結果から、次の点が課題として明らかとなった。 

・学力の２極化が顕著であるため、学力低位層の児童生徒に対する補充的な学習

を充実させるとともに、児童生徒一人一人が有用感をもって学習に取り組める

よう、具体的な方策を講じる必要がある。 

  ・思考問題に課題が見られるため、得た知識を活用する場を設定し、授業改善を

図る必要がある。 

 

⑵ 町標準学力調査 

 

① 目的    

標準学力調査を実施し、本町児童生徒の学力状況を把握するとともに、その後 

の学習指導に役立てることを目的とする。特に、個人及び同一集団の成績の経年

変化を見取ることにより、学校改善プランの見直しを図り、児童生徒の確かな学

力の向上を目指す。 

 

 

② 実施内容 

・小学校 ～ 東京書籍 標準学力調査（ＣＲＴ）による 

・中学校 ～ 東京書籍 標準学力調査（ＣＲＴ）による 

・本年度の学力の達成状況をより適正に確認し、正確な評価（指導要録の記入） 

につなげる。 

・特に次年度の学年の取り組みに向け、課題を把握し、検査結果をより有効に 

学習指導に役立てるものとする。 

 

③ 実施時期 

   令和元年１２月（３学期実施版使用） 

 

④ 実施学年、教科 

○小学校 第１～２学年・・・２教科（国語、算数） 

第３～４学年・・・４教科（国語、算数、社会、理科） 

第５～６学年・・・５教科（国語、算数、社会、理科、英語） 

○中学校  第１～３学年・・・５教科（国語、数学、社会、理科、英語） 

○全学年において、i-check を実施 

 

 ⑤ まとめと方策 

 ・小学校全体の傾向としては、特に社会科において他教科と比べ低い数値結果とな 

った。社会的事象の特色や相互の関係、意味を多角的に考えさせる授業改善を図る 

とともに、社会的課題に対して興味・関心を引き出す工夫が必要であると考えられ 

る。また、全教科において、基礎的・基本的な学習内容の定着が図られていない部 

分があることから、児童の学習定着状況を見取り、課題点を見出して解決を図る手 

立てが必要である。 

・中学校においては、どの学年も成績が上昇しているが、教科によっては目標値を 

下回っているものも見受けられる。単元（領域）によって、正答率の差が大きいこ 
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とから、各教科において生徒がどの部分（単元）で躓いているのかを把握するとと 

もに、家庭学習の課題として与えるなど克服に向けた取組を徹底する必要がある 

 

・小・中学校ともに英語では、好成績を残すことができた。特に「聞くこと」につ 

いて目標値を大きく上回り、課題であった「書くこと」領域においても改善傾向に 

あることから、各校のＥＣの取組及びＡＬＴの働き掛けが成果として表れていると 

分析される。 


